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東京海上日動システムズ（株）
GRC支援部 兼 経営企画部
上級エキスパート 稲葉 裕一
email: yuichi.inaba@grp.tmnf.jp

価値創造を目指した
ＧＲＣ態勢の実践事例

～COBIT 5が改革を強力に支援～

２０１４年５月３１日



２．守りの内部統制から攻めのGRCへ
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本日の内容

４．COBIT 5 が改革を強力に支援

１．はじめに ～ 自己紹介 と 自社紹介

３．東京海上日動システムズのGRC

１．はじめに ～ 自己紹介 と 自社紹介



講師プロフィール

東京海上日動システムズ（株）
GRC支援部兼経営企画部 上級エキスパート

稲葉 裕一（いなば ゆういち）, CISA

➢ 東京海上グループ*会社のIT部門を歴任
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年代 所属 活動

1992-1998 Tokio Marine Management, 
Inc （New York）

米国現地法人のIT管理全般

1998-2008 東京海上日動火災保険
株式会社

2000年対応、合併プロジェクト管
理、ＳＯＸ対応、リスク管理

2008-2011 東京海上ホールディングス
株式会社

グループＩＴガバナンス態勢 の
整備・普及活動

2011-現在 東京海上日動システムズ
株式会社

GRC態勢構築・整備・運用

*) 東京海上グループは、日本を拠点としてグローバルに保険事業を展開する企業グループです。



社員数 1,381名 (2014年4月1日現在）

設立 1983年9月
東京海上のシステム開発会社として設立

業務 東京海上グループの情報システムの
企画・提案・設計・開発・保守・運用

お客様 東京海上日動火災保険、
東京海上日動あんしん生命保険、等

2004年10月
東京海上と日動火災の
システムグループ会社３社が合併して
東京海上日動システムズが発足

HP URL ： http://www.tmn-systems.co.jp/

東京海上日動システムズ（株）会社概要
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東京海上日動システムズの企業コンセプト
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技術に心を乗せて世界中にお届けします
お客様に「ありがとう（Thank you）」といわれるために

経営理念

東京海上日動システムズの最大の経営資源は人財であり、
ITを使って価値を創造できるプロフェッショナルな人財を育成します。

人との関わりを大切にし、「思いやり」と「謙虚さ」をもつとともに、
「自信」と「誇り」を持って働ける創造的な企業文化を築きます。

ITを活かしてお客様のビジネスを形にし、お客様のビジネスに
価値を創造する「バリューパートナー」になります。



２．守りの内部統制から攻めのGRCへ
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本日の内容

４．COBIT 5 が改革を強力に支援

１．はじめに ～ 自己紹介 と 自社紹介

３．東京海上日動システムズのGRC

２．守りの内部統制から攻めのGRCへ



当社を取り巻く環境
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Ｆ

Ｓ

Ａ

東京海上ホールディングス

東京海上日動火災保険

東京海上日動システムズ
（コンプライアンス・リスク管理部）

監
督

経営
管理

監
督

経営
管理

ＩＴサービス
業務委託契約

ＩＴサービス
業務委託契約

グループ会社
（あんしん生命、等）

経営

管理

法

律

・

規

制

等 法規制

東京海上グループ内部統制管理態勢
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外部ステークホルダーからの要請

ステークホル
ダー

当社との関係 守るべきこと

東京海上
グループ会社

お客様 ・お客様との業務委託契約の遵守
・お客様のコンプライアンス、リスク管理
の支援

東京海上日動
火災保険

株主
（経営管理元）

・株主の経営管理に応える
（事前承認、報告事項）

東京海上
ホールディングス

グループ
管理元

・東京海上グループガバナンス
（内部統制管理態勢整備・運用）

規制当局
（金融庁、等）

規制元 ・会社法、個人情報保護法等への対応
・金融庁保険検査マニュアルへの対応

守りのコンプライアンス・リスク管理
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COBIT 4.1

ITガバナンス
（CIOの視点）

コストセンターとしての

ＩＴサービス会社分社化
（東京海上日動システムズ）

ISACA

COBITの動き

東京海上日動

システムズの動き

価値創出を目指すGRC態勢を構築

（ITサービス会社のコーポレートガバナンス）

～COBIT 5 が改革を強力に支援～

価値創出を目指すＧＲＣ態勢への道のり

COBIT 5

事業体ＩＴガバナンス
（CEOの視点）

東京海上グループ

の動き

リスク管理態勢構築

守りのコンプライアンス・リスク
管理が中心

ビジネスとＩＴが協調して

役割分担する体制へ
（アプリケーションオーナー制度）

内部統制管理態勢構築

攻めの価値創出へ

東京海上日動

システムズの動き

リスク管理態勢構築

守りのコンプライアンス・リスク
管理が中心

内部統制管理態勢構築

攻めの価値創出へ
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東京海上グループの

内部統制管理態勢に準拠

内部統制・リスク管理・コンプライアンスばかりで後ろ向き

東京海上日動の求めるリスク

管理・コンプライアンスに対応

会社法施行
金融庁の規制

（保険検査マニュアル）

東京海上日動システムズの未来は？？？

守りのコンプライアンス・リスク管理
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お客様と気持ちをシェアしてお客様価値を共に創出

そのためには、人材育成など企業価値を向上

価値創出を目指した攻めの内部統制へ

価値創出を目指した攻め内部統制へ

守りの内部統制 ～ 会社の将来への不安
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COBIT 4.1

ITガバナンス
（CIOの視点）

コストセンターとしての

ＩＴサービス会社分社化
（東京海上日動システムズ）

ISACA

COBITの動き

東京海上日動

システムズの動き

価値創出を目指すGRC態勢を構築

（ITサービス会社のコーポレートガバナンス）

～COBIT 5 が改革を強力に支援～

価値創出を目指すＧＲＣ態勢への道のり

COBIT 5

事業体ＩＴガバナンス
（CEOの視点）

東京海上グループ

の動き

リスク管理態勢構築

守りのコンプライアンス・リスク
管理が中心

ビジネスとＩＴが協調して

役割分担する体制へ
（アプリケーションオーナー制度）

内部統制管理態勢構築

攻めの価値創出へ

東京海上グループ

の動き

コストセンターとしてのITサー

ビス会社分社化
（東京海上日動システムズ）

ビジネスとITが協調して

役割分担する体制へ
（アプリケーションオーナー制度）



東京海上グループ～ステークホルダーニーズの変化
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システム開発・運用会社としてスタート

製造工程、オペレーションから

上流工程、管理業務へ業務領域拡大

IT（当社）とビジネス（お客様）のイコールパートナーシップ

（アプリケーションオーナー制度）



東京海上グループのアプリケーションオーナー制度
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外
部
ベ
ン
ダ
ー

アプリケーションオーナーの
役割と責任

ＩＴの
役割と責任

２．技術的かつコストの観点
からのアドバイス、
最適要件の提案

１．システム化要望の
提示

６．パフォーマンス・テスト、
サーバのセットアップ等

５．テストケース策定、
ユーザー受入テスト

目的を
共有した
協力関係

３．要件定義、
費用対効果の確定

適切な
緊張関係

チェック
＆バランス

４．コーディング等、
システムテスト

７．教育・マニュアル作成

保
険
の
お
客
様
、
代
理
店
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
提
供
先
ユ
ー
ザ
ー

お客様 当社
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COBIT 4.1

ITガバナンス
（CIOの視点）

コストセンターとしての

ＩＴサービス会社分社化
（東京海上日動システムズ）

ISACA

COBITの動き

東京海上日動

システムズの動き

価値創出を目指すGRC態勢を構築

（ITサービス会社のコーポレートガバナンス）

～COBIT 5 が改革を強力に支援～

価値創出を目指すＧＲＣ態勢への道のり

COBIT 5

事業体ＩＴガバナンス
（CEOの視点）

東京海上グループ

の動き

リスク管理態勢構築

守りのコンプライアンス・リスク
管理が中心

ビジネスとＩＴが協調して

役割分担する体制へ
（アプリケーションオーナー制度）

内部統制管理態勢構築

攻めの価値創出へ

ISACA

COBITの動き

COBIT 4.1

ITガバナンス
（CIOの視点）

COBIT 5

事業体ITガバナンス

（CEOの視点）



COBIT 5～ ＩＴガバナンスから事業体ＩＴガバナンスへ

事業体ITガバナンス（GEIT）

COBIT 5

ITガバナンス

COBIT4.0/4.1

マネジメント

COBIT3

コントロール

COBIT2

ISACAが提供するビジネスフレームワーク www.isaca.org/cobit

監査

COBIT1

2005/7200019981996 2012

Val IT 2.0
(2008)

Risk IT
(2009)

ス
コ
ー
プ
の
進
化

出典 COBIT 5の紹介 © 2012 ISACA® All rights reserved.
16



取締役会

IT部門

○
○
部
門

○
○
部
門

○
○
部
門

○
○
部
門

COO,CFO,CxO、・・・ CIO

ビジネス部門
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CEO

ITガバナンス

事業体IT
ガバナンス
（GEIT）

事業体ＩＴガバナンス ～ CEOの視点へ

進化



COBIT 5 の 5つの原則 ～ 事業体ITガバナンス

出典：COBIT® 5 日本語版, 図表２. © 2012 ISACA® All rights reserved.

1. ステー
クホル
ダーの
ニーズを
充足

3. 一つに
統合され
たフレー
ムワーク
の適用

4. 包括的
アプローチ
の実現

2. 事業体
全体の包
含

5. ガバナ
ンスとマネ
ジメントの
分離

COBIT 5の

原則
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事業体のITガバナンスのためのプロセス
評価、方向付け、モニタリング

EDM01 ガバナンスフ
レームワークの設定

と維持の確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確保

EDM04 
資源最適化の確保

EDM05 
ステークホルダーへ
の透明性の確保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、評価、
アセスメントAPO01 

ITマネジメント
フレームワークの

管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション

管理

APO05 
ポートフォリオ

管理

APO06
予算と費用の管

理

APO07
人材の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の管

理

APO10 
サプライヤーの

管理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管

理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパ
シティの管理

BAI05 
組織の変革実現の

管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション

管理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ
サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
のコントロールの

管理

MEA01 
成果と整合性の

モニタリング、評価、
アセスメント

MEA02 
内部統制システムの
モニタリング、評価、

アセスメント

MEA03 
外部要求への

コンプライアンスの
モニタリング、評価、

アセスメント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

COBIT 5 のプロセス参照モデル

出典: COBIT® 5 日本語版, 図表16. © 2012 ISACA® All rights reserved.19
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COBIT 4.1

ITガバナンス
（CIOの視点）

コストセンターとしての

ＩＴサービス会社分社化
（東京海上日動システムズ）

ISACA

COBITの動き

東京海上日動

システムズの動き

価値創出を目指すGRC態勢を構築

（ITサービス会社のコーポレートガバナンス）

～COBIT 5 が改革を強力に支援～

価値創出を目指すＧＲＣ態勢への道のり

COBIT 5

事業体ＩＴガバナンス
（CEOの視点）

東京海上グループ

の動き

リスク管理態勢構築

守りのコンプライアンス・リスク
管理が中心

ビジネスとＩＴが協調して

役割分担する体制へ
（アプリケーションオーナー制度）

内部統制管理態勢構築

攻めの価値創出へ

価値創出を目指すGRC態勢を構築

（ITサービス会社のコーポレートガバナンス）

～COBIT 5 が改革を強力に支援～



東京海上日動システムズの経営者の想い

21

リスク管理やコンプライアンスは
とても大事

だけどこればかりで、チャレンジを
忘れると会社の未来は危うい

企業の使命は価値を創り出すこと
ではないか

そのための経営の舵取りが必要



東京海上日動システムズ経営者の想い
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世の中にスマートフォンが登場した時に、経営者は・・・

漏えいリスクがあり、こんな危ないもの
はないので使うのをやめろ

お客様への価値提供のため、
リスクをコントロールしたうえで

積極的に使え



経営者の想いを形に ～ ＧＲＣ
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(G) ガバナンス目標： 価値の創出
(R) リスク管理目標： リスクの最適化
(C) コンプライアンス目標： ルールの遵守

✓ 企業コンセプト「技術に心を乗せて世界中にお届け
します」に基づき、経営の舵取りを行っている

✓ これを「ＧＲＣ」という言葉で見える化した

東京海上グループの内部統制フレームワークを使用して、
Ｇ、Ｒ、Ｃに統合的かつ効率的、効果的に対応



価値創出を目指した攻めのGRCへ
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Ｆ

Ｓ

Ａ

東京海上ホールディングス

東京海上日動火災保険

東京海上日動システムズ
（コンプライアンス・リスク管理部）

監
督

経営
管理

監
督

経営
管理

ＩＴサービス
業務委託契約

ＩＴサービス
業務委託契約

グループ会社
（あんしん生命、等）

経営

管理

法

律

・

規

制

等 法規制

東京海上グループ内部統制管理態勢

東京海上日動システムズ
（コンプライアンス・リスク管理部）

企業価値

創造

お客様
価値提供

お客様
価値提供

価値
創出 （ＧＲＣ支援部）



２．守りの内部統制から攻めのGRCへ
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本日の内容

４．COBIT 5 が改革を強力に支援

１．はじめに ～ 自己紹介 と 自社紹介

３．東京海上日動システムズのGRC３．東京海上日動システムズのGRC



GRCの概念
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ガバナンス

（価値の創出）

東京海上グループ
内部統制フレームワーク

（統合的対応）

リスク管理
（リスクの最適化）

コンプライアンス
（ルールの遵守）

経営ビジョン経営理念 企業コンセプト

技術に心を乗せて世界中にお届けします
お客様に「ありがとう（Thank you）」といわれるために



東京海上グループの内部統制フレームワーク
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[グループ会社名]  
□□□□□□□□に関する基本方針

第1条（目的）
・・・
第２条（定義等）
・・・
第３条（基本的考え方）
・・・
第４条（態勢の整備）
・・・
第５条（子会社としての役割）
・・・
第６条（改廃）
・・・

AAAAAAA
に関する
基本方針

BBBBBBB
に関する
基本方針

YYYYYYY
に関する
基本方針

ZZZZZZZ
に関する
基本方針

内部統制
基本方針

グループ各社の内部統制領域

内部統制領域
AAAAAAAA

内部統制領域
BBBBBBBB

内部統制領域
YYYYYYYY

内部統制領域
ZZZZZZZZ

内部統制に関する
基本方針体系

各内部統制の
基本方針を定義

内部統制に関する基本方針の雛形

各内部統制領域に関する
基本方針を明確化



各基本方針に内部統制の達成目標を定義
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□□□□□□□□に関する基本方針

第1条（目的）
・・・

第２条（定義等）
・・・

第３条（基本的考え方）
・・・

第４条（態勢の整備）
・・・

第５条（子会社としての役割）
・・・

第６条（改廃）
・・・

内部統制の目的

言葉の定義

カルチャー、プリンシプル等を定義

組織体制、方針・規程等、評価改善活動等を定義

親会社への事前承認事項、報告事項等

28



東京海上日動システムズの内部統制

29

ＩＴガバナ
ンス

人事

業務の効率性

リスク
管理

危機
管理

リスクの管理

利益相反
取引等の
管理

外部
委託
管理

コンプ
ライ
アンス

顧客
保護等

情報セ
キュリティ
管理

反社会的
勢力等へ
の対応

内部
監査

法令等への適合性

グループ
会社
経営
管理

ＩＴ
サービス
業務

経理
情報
開示

グループ
内取引等
管理

業務の適正性

経営
リスク

流動性リ
スク

レピュ
テーショ
ナル
リスク

事務
リスク

システム
リスク

個別リスクの管理

情報
漏えい
リスク

法務
リスク

事故・
災害・
犯罪
リスク

人事
労務
リスク

東京海上日動
システムズの
内部統制
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15の内部統制領域

9のリスク管理領域



東京海上日動システムズの内部統制

30

ＩＴガバナ
ンス

人事

業務の効率性

リスク
管理

危機
管理

リスクの管理

利益相反
取引等の
管理

外部
委託
管理

コンプ
ライ
アンス

顧客
保護等

情報セ
キュリティ
管理

反社会的
勢力等へ
の対応

内部
監査

法令等への適合性

グループ
会社
経営
管理

ＩＴ
サービス
業務

経理
情報
開示

グループ
内取引等
管理

業務の適正性

経営
リスク

流動性リ
スク

レピュ
テーショ
ナル
リスク

事務
リスク

システム
リスク

個別リスクの管理

情報
漏えい
リスク

法務
リスク

事故・
災害・
犯罪
リスク

人事
労務
リスク

東京海上日動
システムズの
内部統制

30

代表的な
内部統制領域
リスク管理領域

ＩＴ
サービス
業務

ＩＴ
ガバナン
ス

情報セ
キュリティ

リスク
管理

レピュ
テーショ
ナル
リスク

システム
リスク



ＩＴ
サービス
業務

「価値創出」色が強い内部統制の例～ＩＴサービス業務

31

ＩＴサービス業務
に関する
基本方針

ＩＴサービス
業務運営基準
（開発業務編）

ＩＴサービス
業務運営基準
（運用業務編）

ＩＴガバナ
ンス

人事

業務の効率性

リスク
管理

危機
管理

リスクの管理

利益相反
取引等の
管理

外部
委託
管理

コンプ
ライ
アンス

顧客
保護等

情報セ
キュリティ
管理

反社会的
勢力等へ
の対応

内部
監査

法令等への適合性

グループ
会社
経営
管理

経理
情報
開示

グループ
内取引等
管理

業務の適正性

経営
リスク

流動性リ
スク

レピュ
テーショ
ナル
リスク

事務
リスク

システム
リスク

個別リスクの管理

情報
漏えい
リスク

法務
リスク

事故・
災害・
犯罪
リスク

人事
労務
リスク

東京海上日動
システムズの
内部統制

31

第３条 （基本的考え方）

当社は、次に掲げる方針に基づき行う。

（１）お客様の事業戦略を具体的なビジネスプロセス
に落とし込み、お客様と同じ想いをシェアしながら業
務を推進する。

（２）お客様のビジネスサイドに深く踏みこんでアプリ
ケーションオーナーと協働し、お客様の価値を共に創
造する。

（３）プログラムの生産量をなるべく少なく、ビジネス効
果を大きく、スピードを上げることで、「システムズの
品質」の極大化を共に推進する。

（４）開発と運用に関する職責を分離した上で、適切
なタイミングで開発と運用の連携に基づいた業務運
営を行う。

当社の
カルチャー
（文化）

ＩＴ
サービス
業務



東京海上日動システムズのGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

達成目標
経営目標
の設定

32



ガ
バ
ナ
ン
ス
層

経営目標の設定

２０１２年度経営方
針（経営目標）

２０１２年度経営方
針（経営目標）

シス
テム
ズの
成長

2012年度経営目標（経営方針）

シス
テム
ズの
成長

2013年度経営目標（経営方針）

システム
ズの成長

システムズの
挑戦

システムズの
ドメイン拡張

2014年度経営目標（経営方針）

ガバナンス
（普遍性）

経営目標
設定
（年次）

当年度に
フォーカス

株主、お客様

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

方向付け（Direct）

マネジメント層

33



東京海上日動システムズのGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動
（ＰＤＣＡ）

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

34

マネジメント層による業務遂行



東京海上日動システムズのGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動
（ＰＤＣＡ）

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

モニタ
リング

35



マネジメントレポートとステークホルダーレポート

２０１２年度経営方
針（経営目標）

２０１２年度経営方
針（経営目標）

シス
テム
ズの
成長

2014年2月度報告

シス
テム
ズの
成長

2014年3月度報告

2014年4月度報告

ガバナンス
（普遍性）モニタリング報告

（月例）

お客様価値の提供

企業価値の創造

内部統制・リスクの最適化

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

ガ
バ
ナ
ン
ス
層

株主、お客様

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告（ステークホルダーレポート）

モニタリング（Monitor）

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告（マネジメントレポート）

業務遂行当月度の
報告

36



東京海上日動システムズのGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動
（ＰＤＣＡ）

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

37



業務運営実施基準を取締役会で決議

グループ会社
経営管理に関す
る基本方針

業務運営
実施基準

ＩＴガバナ
ンス

人事

業務の効率性

リスク
管理

危機
管理

リスクの管理

利益相反
取引等の
管理

外部
委託
管理

コンプ
ライ
アンス

顧客
保護等

情報セ
キュリティ
管理

反社会的
勢力等へ
の対応

内部
監査

法令等への適合性

グループ
会社
経営
管理

ＩＴサービ
ス
業務

経理
情報
開示

グループ
内

取引等管
理

業務の適正性

経営
リスク

流動性リ
スク

レピュ
テーショ
ナル
リスク

事務
リスク

システム
リスク

個別リスクの管理

情報
漏えい
リスク

法務
リスク

事故・
災害・
犯罪
リスク

人事
労務
リスク

内部統制
（GRC）

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フレーム
ワーク、

方針・規程等
組織体制業務プロセス

文化、倫理、
行動

情報
サービス、

システム基盤、ア
プリケーション

人材、スキル、コン
ピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動
（ＰＤＣＡ）

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リ
スクの最適

化

達成目標

効果の実現
資源の最適

化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リ
スクの最適

化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リ
スクの最適

化

業務遂行状況報告

方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

38

グループ
会社
経営
管理



ＧＲＣ委員会

GRC委員会設立～継続的改善の推進エンジン

39

代表取締役
社長

委員長

各監査役
各エグゼクティブ
オフィサー

各本部長
コーポレート部門

の各部長

（GRC支援）
GRC支援部

（GRC実行）
ITサービス管理部

取締役会

ＩＴサービス
管理部担当
取締役

副委員長

経営企画部担当
取締役

副委員長

各取締役

（GRC推進）
経営企画部

委員

事務局

✓ 既存３委員会（情報セキュリティ、コンプライアンス、危機管理）
を統廃合して、GRC委員会を設立



✓価値創出を目指した経営の舵とり ～ 昔から

✓今回、これを「GRC」により見える化

概念 態勢 内部統制

✓価値創出を確実にする経営の実現

✓重要なのは経営の中身、経営者のEDMの実践

⇒達成目標・経営目標設定とそのモニタリング

40

GRC態勢の構築を振り返って



２．守りの内部統制から攻めのGRCへ

41

本日の内容

４．COBIT 5 が改革を強力に支援

１．はじめに ～ 自己紹介 と 自社紹介

３．東京海上日動システムズのGRC

４．COBIT 5 が改革を強力に支援



COBIT 5 の原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

1. ステー
クホル
ダーの
ニーズを
充足

3. 一つに
統合され
たフレー
ムワーク
の適用

4. 包括的
アプローチ
の実現

2. 事業体
全体の包
含

5. ガバナ
ンスとマネ
ジメントの
分離

COBIT 5の

原則

42



５つの原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

1. ステー
クホル
ダーの
ニーズを
充足

COBIT 5の

原則

1. ステー
クホル
ダーの
ニーズを
充足

43

ステークホルダーニーズ



５つの原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

事業体全体を包含

2. 事業体
全体の包
含

COBIT 5の

原則

44



５つの原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標
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１つに統合されたフレームワーク＝内部統制フレームワーク

ＩＴガバナ
ンス

人事

業務の効率性

リスク
管理

危機
管理

リスクの管理

利益相反
取引等の
管理

外部
委託
管理

コンプ
ライ
アンス

顧客
保護等

情報セ
キュリティ
管理

反社会的
勢力等へ
の対応

内部
監査

法令等への適合性

グループ
会社
経営
管理

ＩＴサービ
ス
業務

経理
情報
開示

グループ
内

取引等管
理

業務の適正性

経営
リスク

流動性リ
スク

レピュ
テーショ
ナル
リスク

事務
リスク

システム
リスク

個別リスクの管理

情報
漏えい
リスク

法務
リスク

事故・
災害・
犯罪
リスク

人事
労務
リスク

内部統制
（GRC）

COBIT 5の

原則

3. 一つに
統合され
たフレー
ムワーク
の適用



５つの原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

4. 包括的
アプローチ
の実現

COBIT 5の

原則

4. 包括的
アプローチ
の実現

46

７つのイネーブラーを駆使した
包括的アプローチ



５つの原則に基づくGRC態勢

47

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

5. ガバナ
ンスとマネ
ジメントの
分離

COBIT 5の

原則

47

ガバナンス層

マネジメント層



COBIT 5 の原則に基づくGRC態勢

取締役会・取締役

業務遂行

内部統制フ
レームワーク、
方針・規程等

組織体制業務プロセス
文化、倫理、

行動
情報

サービス、
システム基盤、
アプリケーション

人材、スキル、
コンピテンシー

方向付け（Direct） モニタリング(Monitor)

評価（Evaluate）

評価改善活動

社員、スタッフ、パートナー

株主（東京海上日動）、お客様（東京海上グループ各社）

エグゼクティブオフィサー、本部長、部長

説明責任ステークホルダーニーズ

お客様価値の
提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

達成目標

効果の実現 資源の最適化
リスクの
最適化

ガバナンス目標：価値創出

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リス
クの最適化

業務遂行状況報告

個別の内部統制方針個別の内個別の内部統制基本方針

内部統制達成目標

1. ステー
クホル
ダーの
ニーズを
充足

3. 一つに
統合され
たフレー
ムワーク
の適用

4. 包括的
アプローチ
の実現

2. 事業体
全体の包
含

5. ガバナ
ンスとマネ
ジメントの
分離

COBIT 5の

原則
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COBIT 5 の5つの原則を
GRC態勢へ適用

ITサービス会社の
コーポレートガバナンス

に最適



✓ EDMとMEAドメインがGRC全体に適用可能

COBIT ５ プロセス参照モデルの活用
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事業体のITガバナンスのためのプロセス
評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナンスフ
レームワークの設定と

維持の確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確保

EDM04 
資源最適化の確保

EDM05 
ステークホルダーへの

透明性の確保

整合、計画および組織化

構築、調達および導入

提供、サービスおよびサポート

モニタリング、評価
およびアセスメント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズアー
キテクチャ管理

APO04
イノベーション管理

APO05 
ポートフォリオ管理

APO06
予算とコストの管理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の管理

APO10 
サプライヤーの管理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの特定と

構築の
管理

BAI04 
可用性とキャパシティ

の管理

BAI05 
組織の変革実現の管

理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセスコント

ロールの管理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、

評価、アセスメント

MEA02 
内部統制システムのモ

ニタリング、
評価、アセスメント

MEA03 
外部要件への準拠性
のモニタリング、評価、

アセスメント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

IT領域特有の考え方
➡ IT関連領域に適用

すべての領域共通な考え方
➡ GRC全体（モニタリング）に適用

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リスクの
最適化

業務遂行状況報告（ステークホルダーレポート）

お
客
様
価
値

の
提
供

企
業
価
値

の
創
造

内
部
統
制
・
リ

ス
ク
の
最
適
化

業
務
遂
行
状
況
報
告
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
）

GRC態勢の
モニタリング
に適用
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事業体のITガバナンスのためのプロセス

評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナン
スフレームワーク
の設定と維持の

確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確

保

EDM04 
資源最適化の確

保

EDM05 
ステークホルダー
への透明性の確

保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、
評価、アセスメ
ント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの
管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション管

理

APO05 
ポートフォリオ管

理

APO06
予算とコストの管

理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の

管理

APO10 
サプライヤーの管

理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパシ
ティの管理

BAI05 
組織の変革実現

の管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管

理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
コントロールの管

理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA02 
内部統制システ
ムのモニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA03 
外部要件への準
拠性のモニタリン
グ、評価、アセス

メント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト

評価、方向付け、モニタリング

✓モニタリング（MEAドメイン）をGRC全体に適用

お
客
様
価
値

の
提
供

企
業
価
値

の
創
造

内
部
統
制
・リ
ス
ク
の

最
適
化

業
務
遂
行
状
況
報
告
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
）

COBIT 5 プロセス参照モデルの考察
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事業体のITガバナンスのためのプロセス

評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナン
スフレームワーク
の設定と維持の

確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確

保

EDM04 
資源最適化の確

保

EDM05 
ステークホルダー
への透明性の確

保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、
評価、アセスメ
ント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの
管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション管

理

APO05 
ポートフォリオ管

理

APO06
予算とコストの管

理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の

管理

APO10 
サプライヤーの管

理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパシ
ティの管理

BAI05 
組織の変革実現

の管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管

理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
コントロールの管

理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA02 
内部統制システ
ムのモニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA03 
外部要件への準
拠性のモニタリン
グ、評価、アセス

メント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト

目標設定 モニタリング

評価、方向付け、モニタリング

目
標
設
定
が
必
要
？

✓モニタリングの前提としての目標設定があるべき

COBIT 5 プロセス参照モデルの考察



事業体のITガバナンスのためのプロセス

評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナン
スフレームワーク
の設定と維持の

確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確

保

EDM04 
資源最適化の確

保

EDM05 
ステークホルダー
への透明性の確

保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、
評価、アセスメ
ント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの
管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション管

理

APO05 
ポートフォリオ管

理

APO06
予算とコストの管

理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の

管理

APO10 
サプライヤーの管

理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパシ
ティの管理

BAI05 
組織の変革実現

の管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管

理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
コントロールの管

理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA02 
内部統制システ
ムのモニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA03 
外部要件への準
拠性のモニタリン
グ、評価、アセス

メント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

「目標設定、連鎖、埋め込み」ドメインの仮設
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事業体のITガバナンスのためのプロセス

評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナン
スフレームワーク
の設定と維持の

確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確

保

EDM04 
資源最適化の確

保

EDM05 
ステークホルダー
への透明性の確

保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、
評価、アセスメ
ント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの
管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション管

理

APO05 
ポートフォリオ管

理

APO06
予算とコストの管

理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の

管理

APO10 
サプライヤーの管

理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパシ
ティの管理

BAI05 
組織の変革実現

の管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管

理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
コントロールの管

理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA02 
内部統制システ
ムのモニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA03 
外部要件への準
拠性のモニタリン
グ、評価、アセス

メント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

設定、連鎖、
埋め込み

SCE01
マネジメント

フレームワークの
管理

SCE02
経営目標の
設定と周知

SCE03
内部統制
システム
への反映

設
定
、
連
鎖
、
埋
め
込
み

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト

評価、方向付け、モニタリング

✓GRC全体の目標設定プロセスを仮想的に設定
①経営目標の設定、②各部門目標への連鎖、③内部統制システムへの埋め込み
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事業体のITガバナンスのためのプロセス

評価、方向付けおよびモニタリング

EDM01 ガバナン
スフレームワーク
の設定と維持の

確保

EDM02 
効果提供の確保

EDM03 
リスク最適化の確

保

EDM04 
資源最適化の確

保

EDM05 
ステークホルダー
への透明性の確

保

整合、計画、組織化

構築、調達、導入

提供、サービス、サポート

モニタリング、
評価、アセスメ
ント

APO01 
ITマネジメント

フレームワークの
管理

APO02 
戦略管理

APO03 
エンタープライズ
アーキテクチャ管

理

APO04
イノベーション管

理

APO05 
ポートフォリオ管

理

APO06
予算とコストの管

理

APO07
人的資源の管理

APO08
関係管理

APO09 
サービス契約の

管理

APO10 
サプライヤーの管

理

APO11 
品質管理

APO12 
リスク
管理

APO13 
セキュリティ管理

BAI01 
プログラムと
プロジェクトの

管理

BAI02 
要件定義の

管理

BAI03 
ソリューションの
特定と構築の

管理

BAI04 
可用性とキャパシ
ティの管理

BAI05 
組織の変革実現

の管理

BAI06 
変更管理

BAI07 
変更受入と
移行の管理

BAI08 
知識の管理

BAI09 
資産の管理

BAI10 
構成の管理

DSS01 
オペレーション管

理

DSS02 
サービス要求と
インシデントの

管理

DSS03 
問題管理

DSS04 
継続性
管理

DSS05 
セキュリティ

サービスの管理

DSS06 
ビジネスプロセス
コントロールの管

理

MEA01 
成果と適合性の
モニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA02 
内部統制システ
ムのモニタリング、
評価、アセスメン

ト

MEA03 
外部要件への準
拠性のモニタリン
グ、評価、アセス

メント

事業体のITマネジメントのためのプロセス

設定、連鎖、
埋め込み

SCE01
マネジメント

フレームワークの
管理

SCE02
経営目標の
設定と周知

SCE03
内部統制
システム
への反映

事業体のITマネジメントのためのプロセス

IT関連領域
特有のプロセス

すべての領域
共通なプロセス

すべての領域
共通なプロセス

事業体のITマネジメントのためのプロセス

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リスクの
最適化

業務遂行状況報告（ステークホルダーレポート）

お
客
様
価
値

の
提
供

企
業
価
値

の
創
造

内
部
統
制
・リ
ス
ク
の

最
適
化

業
務
遂
行
状
況
報
告
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
）

お客様価値
の提供

企業価値
の創造

内部統制・リスクの
最適化

達成目標

お
客
様
価
値

の
提
供

企
業
価
値

の
創
造

内
部
統
制
・リ
ス
ク
の

最
適
化

達
成
目
標
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✓ EDM、SCE、MEAは内部統制共通ドメイン
✓ APO、BAI、DSSは内部統制領域ごとの個別ドメイン
✓ 事業体ＩＴガバナンスからコーポレートガバナンスへ



東京海上日動システムズのGRC

✓価値創出を目指したGRC態勢を構築

✓守りの内部統制から攻めのGRCへ改革

✓COBIT 5が改革を強力に支援

✓この経験からCOBIT 6の姿を夢想

～ ご静聴ありがとうございました ～
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まとめ


